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犀川慕情：
美しき川は流れたり そのほとりに我はすみぬ・・（犀星）

◆室生犀星ふるさとの川

犀川の西に住む犀星が残した「ふるさとは遠きにありて思うもの そして悲しく
うたうもの・」（小景異情）。そんな詩情を駆り立てる犀川の風景です。京都鴨川
の風景とも重なります。

辰巳用水や大野庄用水は古くから犀川から取水して金沢の町じゅうに水を送って
いました。落水の水音を聞きながらジョギングや犬の散歩が楽しむことができる芝
張の高水敷は「犀星のみち」として市民に親しまれています。
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